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アセトアルデヒド測定対象外へ！ 
従来、住宅性能表示制度の任意表示項目として、室内空気中の化学物質の濃度を測定し、

その結果を表示できるとしていましたが、測定対象 物質（ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ･ﾄﾙｴﾝ･ｷｼﾚﾝ･ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞ

ﾝ･ｽﾁﾚﾝ･ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ）からアセトアルデヒドが除外される事になりました。

ホルムアルデヒドがマスコミで騒がれて以来、その発生は極力抑えられ、Ｆ☆☆☆☆の新

建材を使えば、ほとんど指針値をクリアーできるようになってきましたが、その一方で、ア

セトアルデヒドを含む接着剤等が使われるようになり、厚生労働省の指針値を超える可能性

があることが指摘されてきました。アセトアルデヒドは本来、木材中にもあり、また、汗な

どにも含まれ、二日酔いの原因でもある事が知られております。これを、単純に数値だけで

規制しようとする厚生省に対し、林野庁では、木材の使用制限につながりかねないとして、

ＷＨＯに問い合わせたところ、間違いである事が分かり、従来の指針値 から

へと大幅に修正しました。日本における住宅ではこれまでの調査実績からこれを超える建物

はほとんど無いとして、当面測定対象物から除外する事になりました。

厚生省が単なる数字合わせの行政を行おうとする事に対し、林野庁のＷＨＯへの問い合わ

せという行動により今回の規制解除ができた事は大変うれしい事です。

一方で、森林浴を薦めながら、他方で木材の利用を制限するような偏った行政は早急に見

直して欲しいものですね。昨年 月のシックハウス対策法にしても換気扇の 時間運転など、

化学物質過敏症の人にはそれだけで大丈夫とは言えないし、健常者には環境負荷増大とエネ

ルギーの無駄使い以外のなにものでもない、早急に見直して欲しいものですね。

【情 報】 ＫＷＦ講演会が行われます

日時 平成 年 月 日（金） ～

場所 県歴史資料センター黎明館 講堂

内容 「経済効果から見た地材地建」 森林総研 藤原 敬 氏

「森林エネルギーのまちの実現をめざして」

岩手県住田町役場 佐藤英司 氏

問合せ先 かごしまｳｯﾃﾞｨﾃｯｸ･ﾌｫｰﾗﾑ （ ）

シックハウス最前線 住まいの健康と安全を求めて

講演会が行われます

日時 平成 年 月 日（金） ～

場所 県歴史資料センター黎明館 講堂

申込先 県工業技術センター（ ）木材工業部 森園さん

【定休日】 月は 日となります

月は となります

ご協力お願いします。 
（お問い合わせは、お客様サービス係の束野まで） 


